




































































































































定に必要な培養期間などの慎重な予備実験､ 2) 200本の独立したチューブを用いたスクリーニング､ 3)
重複して同定した遺伝子座位をより信頼できるものとして扱うこと､などの入念な計画に基いて土壌特
異的発現遺伝子座の大規模スクリーニングを実施した｡得られた1280個の候補クローンの詳細な解析
を行い､最終的には313個のmls (Burkholderia些〟ltivorans ATCC17616 loci induced in墨Oil)を同定した｡こ
れらmlsの同定回数とさらなる解析に基づいて､より信頼性が高いと考えられる116のmlsについての
詳細なリストを提示した｡これらリストには､本棟が土壌で特異的に発現する遺伝子をほぼ全て含んで
いることが期待され､本棟の土壌での生きざまを推察する上で十分な情報を含んでいるとともに､これ
らのリストは今後本棟の土壌での解析を行うにあたり極めて重要な情報基盤となった｡また本研究では
土壌特異的に発現した遺伝子座位の一つがアントラニル酸ジオキシゲナ-ゼをコードしていること､本
遺伝子座位発現が宿主細菌の土壌での競合的生存に重要であることを示した｡この遺伝子座位は､進化
的に関連する多数細菌種ゲノムに保存されており､広範な細菌種において土壌で機能していることが強
く推測された｡
本研究の成果は､論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示しており､西山依里氏提出の論文は､博士(生命科学)の博士論文として合格と認める｡
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